
彙

華鷺

｝

噛
淳
和
院
善
蹟
の
調
査

　
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
會
は
今
年
春
夏
に
互
っ
て
三
回
、
京
都

市
の
西
郊
西
院
村
な
る
宇
和
院
の
蕉
蹟
を
獲
掘
調
査
し
た
。
淳
和

院
に
就
い
て
は
績
日
本
後
紀
、
三
代
實
録
、
類
聚
國
史
、
類
聚
符
細

雪
等
に
総
和
天
皇
、
同
皇
后
等
に
閣
堕
し
て
の
記
載
は
あ
る
が
、

其
位
置
を
明
に
し
た
も
の
は
な
い
。
西
院
号
乾
瓢
和
院
は
俗
に

「
す
な
ゐ
」
ミ
構
せ
ら
れ
、
そ
こ
に
は
方
形
を
爲
し
た
遣
蹟
が
あ

る
が
、
其
間
撒
は
東
西
南
北
共
に
略
保
安
京
除
雪
な
る
方
二
丁
の

丈
尺
に
近
い
も
の
が
あ
り
、
從
來
も
此
許
か
ら
蓮
花
紋
の
丸
瓦
、

麿
草
紋
襟
の
李
瓦
及
礎
石
を
出
土
し
た
こ
ミ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら

の
醸
式
よ
り
推
す
も
、
李
安
朝
初
期
の
遺
蹟
ミ
考
へ
る
こ
ε
が
出

來
る
。
今
回
は
更
に
無
難
蹟
を
正
確
に
す
る
元
め
に
菰
野
が
試
み

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
其
結
果
、
．
暦
位
的
の
出
土
状
態
が
認
め
ら

れ
、
布
麟
瓦
の
確
片
、
齋
部
土
器
の
破
片
、
八
鱗
蓮
花
紋
の
丸
瓦
等

の
嚢
見
が
あ
っ
た
、
又
地
下
六
尺
を
掘
下
げ
た
S
こ
ろ
で
、
板
を

　
　
　
箪
十
ご
絵
　
　
藁
　
　
　
報

重
ね
て
杭
を
以
て
支
へ
た
る
溝
に
達
し
た
が
、
是
は
院
内
の
蕎
大

池
よ
り
水
を
疏
通
し
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。
今
回
は
方
形
逡
蹟
の

西
南
の
二
個
所
の
試
掘
に
過
ぎ
な
か
っ
た
け
れ
汐
も
、
李
安
朝
初

期
の
大
舘
蛙
た
る
事
は
疑
な
い
、
此
褒
掘
に
は
調
査
委
員
西
田
直

二
郎
博
士
瓦
之
に
當
ら
れ
其
詳
細
は
最
近
の
同
會
報
告
に
掲
載
せ

ら
る
、
筈
。
〔
佐
藤
虎
雄
氏
報
〕

　
　
　
璽
濃
　
　
史
　
　
離

婁
會
六
月
二
十
四
日
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
畏
友
會
館
第
一
號

室
に
於
て
開
催
ρ
三
浦
天
沼
爾
空
電
中
村
講
師
其
他
出
席
者
総
て

二
十
八
名
。
左
記
研
究
の
獲
表
が
あ
っ
て
十
時
散
會
し
た
。

　
徳
川
時
代
の
胤
寺
領
－
こ
其
法
規
　
　
　
　
　
三
品
　
彰
英
君

當
時
の
耽
寺
領
は
幕
府
の
朱
印
叉
ハ
黒
印
に
依
て
公
的
に
認
め
ら

れ
た
御
朱
印
地
乃
至
舞
領
地
ぐ
」
湿
す
る
も
の
一
こ
、
輩
に
私
的
な
も

の
ε
に
大
捌
せ
ら
れ
、
講
中
境
内
地
は
多
く
前
者
に
、
門
前
地
は

多
く
後
者
に
編
す
る
が
、
之
に
鋤
す
る
幕
府
の
法
規
ミ
し
て
は
境

内
地
塁
朱
印
地
の
永
代
賞
品
、
政
府
及
び
民
間
の
土
地
審
進
、
地

形
の
攣
更
、
．
新
築
再
興
、
領
地
の
移
轄
及
び
名
義
の
鍵
更
等
の
禁

止
に
注
煩
す
べ
く
、
又
境
内
地
、
殊
に
寒
蘭
地
に
於
け
る
興
行
物

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
山
ハ
三
　
　
　
（
六
パ
ツ
）



　
　
　
第
＋
二
巻
　
　
糞
　
　
報

遊
女
の
取
締
は
風
紀
の
間
題
以
外
、
就
寺
の
耳
蝉
を
考
慮
に
入
る

る
の
必
要
も
あ
っ
た
疎
め
鴬
局
の
苦
心
し
た
所
で
あ
り
、
又
所
属

の
山
林
竹
太
伐
探
の
禁
也
は
肚
寺
の
愈
巌
風
致
の
保
全
以
外
に
大

木
右
木
等
天
然
詑
念
物
保
護
の
重
圏
に
も
出
で
た
云
々
。

　
法
然
上
人
絵
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
川
　
定
慶
震

　
本
誌
に
掲
載
せ
る
を
以
て
内
容
の
紹
介
を
省
略
す
る
。

　
　
　
囎
考
古
學
談
話
會

三
三
臼
　
　
六
月
十
七
日
午
油
彼
七
時
か
ら
｛
尽
都
㎜
三
三
大
工
駕
一
生
集
魚
揚

乾
室
に
於
て
開
催
左
記
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　
南
満
洲
貌
子
窩
三
蹟
に
就
て
　
文
學
博
士
　
濱
田
耕
作
君

　
同
上
獲
見
入
骨
測
定
に
就
て
　
三
四
博
士
　
清
野
謙
次
君

共
に
去
る
四
月
中
旬
か
ら
五
月
に
互
っ
て
南
満
洲
三
子
窩
に
於
け

る
東
亜
考
古
三
門
第
一
次
獲
掘
の
経
過
を
褒
表
さ
る
・
も
の
で
あ

っ
て
、
當
B
は
是
等
慧
物
の
考
古
學
教
室
に
到
着
し
九
機
會
を
利

し
て
、
主
要
な
る
遣
物
の
展
観
を
な
し
た
。

　
　
　
㊨
欧
米
　
史
・
界

嚇禺

?
史
學
櫨
…
會
　
　
咋
年
五
月
ジ
エ
ネ
ヴ
ア
に
於
て
成
立
を
見
た

　
　
　
　
　
　
　
　
第
畷
號
　
　
　
一
六
四
　
　
　
（
六
入
二
）

澗
協
愈
は
同
十
月
そ
の
報
告
書
の
第
一
班
を
パ
リ
で
嚢
刊
し
た
。

百
五
十
頁
に
も
足
り
な
い
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
同
齢
會
の
成
立
、

組
織
を
精
細
に
記
し
、
附
録
ε
し
て
協
會
の
規
約
原
文
を
英
佛
濁

西
伊
の
各
國
語
を
以
て
載
せ
て
あ
る
。
協
會
秘
書
た
る
フ
ラ
ン
ス

の
ピ
ま
民
箆
興
氏
及
び
オ
ス
ロ
ー
の
教
授
図
。
馨
氏
の
序
言
が
あ

り
、
驕
係
各
國
の
史
薄
切
會
の
組
織
や
、
最
近
の
各
方
面
の
歴
史

的
會
合
の
簡
軍
な
報
告
も
記
載
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
回
米
の
斯
界

の
濡
息
を
知
る
に
は
極
め
て
便
利
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
定
期

に
は
出
さ
す
．
必
要
に
癒
じ
て
刊
行
し
、
五
艇
を
以
て
一
巻
ε
す

る
由
で
あ
る
。

コ
葭
ン
ブ
ス
の
古
文
書
く
興
お
§
雪
濠
家
の
所
有
に
か
、
る

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
貴
重
な
る
古
文
書
は
最
近
西
班
牙
政
府
の
手
に
牧

め
ら
れ
た
。
多
分
セ
ヴ
イ
ル
の
古
文
書
館
に
藏
め
ら
れ
る
で
あ
ら

う
。
同
古
文
書
は
非
常
に
珍
ら
し
い
も
の
で
、
合
三
三
の
或
る
協

會
の
如
き
は
二
百
五
十
萬
ペ
ゼ
タ
ス
で
誕
渡
を
串
し
幽
た
事
さ
へ

あ
る
。

猶
太
研
究
評
論
　
　
パ
リ
か
ら
出
版
さ
れ
て
居
る
同
誌
は
そ
の
第

八
十
二
號
を
H
舞
ρ
．
，
一
ま
謡
・
氏
の
七
十
回
誕
辰
記
念
號
ε
し
て
同



氏
の
門
下
生
及
び
歯
入
等
に
よ
っ
て
氏
に
捧
げ
ら
れ
た
論
文
を
満

載
し
て
居
る
。
巻
頭
に
氏
の
著
書
目
録
を
附
し
、
諸
家
の
猫
太
史

及
び
猫
眼
人
の
研
究
も
亦
豊
富
で
あ
っ
て
，
猴
太
史
研
究
者
を
喜

ば
す
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
U
伽
鼠
氏
は
フ
ラ
ン
ス
猫
太
中
央
教
會

の
大
敏
師
で
も
あ
り
、
叉
こ
の
雑
誌
の
主
膳
で
も
あ
る
。

逝
け
蔦
史
學
大
家
　
　
中
世
美
術
史
研
究
で
名
の
高
い
フ
ラ
ン
ス

の
9
巳
δ
図
島
9
答
氏
は
本
年
二
月
中
旬
六
十
五
歳
を
以
て
逝
か

れ
た
。
氏
の
代
表
的
な
著
述
は
鼠
ρ
峯
鉱
熊
鍵
。
ま
○
ざ
α
q
｛
Φ
団
毒
需
駐
①

で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
ゴ
チ
ッ
ク
美
術
研
究
は
た
ゴ
フ
ラ
ン
ス
の

み
で
な
く
、
鰍
洲
諸
國
か
ら
拉
典
東
方
に
ま
で
互
っ
て
居
り
、
中

世
美
術
土
塀
家
に
は
忘
れ
る
事
の
で
き
な
い
名
著
で
あ
る
。
氏
は

国
。
・
簿
9
の
一
員
で
あ
っ
た
。

蜥
著
藪
種
H
。
。
・
津
§
彰
Φ
ω
Ω
・
、
冷
評
○
塁
・
同
趣
ρ
悶
。
奏
＠
・
①
。
・
｝

ρ
0
9
話
罫
～
塑
9
0
霧
u
・
o
♂
拶
蝋
2
。
Q
9
計
。
二
●
H
①
超
島
δ
ぴ
（
男
鑓
ジ

H
o
い
ひ
）
。

　
之
は
い
2
溢
凶
島
》
プ
。
昌
及
び
娼
7
謹
℃
》
o
も
Q
お
霧
○
爾
氏
監
修
の

下
に
二
十
怨
を
以
て
完
成
す
べ
き
「
民
族
及
び
文
明
、
一
般
史
」

の
第
哺
総
で
あ
る
。
邸
ち
有
史
前
の
埃
及
に
始
ま
っ
て
、
波
期
王

　
　
　
　
　
曹

　
　
　
第
士
悪
　
　
藁
　
　
報

0
2
弓
げ
》
・
。
・
Φ
。
。
の
埃
及
征
服
に
至
る
迄
が
牧
め
ら
れ
て
あ
る
。
し
か

も
そ
の
間
に
於
け
る
バ
ビ
ロ
ニ
ア
、
ア
望
シ
リ
ア
、
ク
リ
ー
ト
、
初

期
の
希
世
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
、
ヘ
ブ
ラ
イ
等
の
文
明
の
記
蓮
も
含
ま

れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
僅
か
四
百
醗
頁
の
著
作
ε
し
て
は
、

や
Σ
範
園
が
醒
す
ぎ
る
か
ε
思
は
れ
る
。
所
々
に
文
献
及
び
嚢
見

史
料
の
用
ひ
方
の
不
統
一
、
年
代
の
取
扱
の
不
一
致
の
見
出
さ
れ

る
の
は
、
霊
園
が
署
す
ぎ
て
、
一
墨
者
の
手
に
よ
っ
て
全
部
を
書

く
事
が
幽
來
な
か
っ
た
爲
に
生
じ
た
不
便
不
利
盆
で
あ
ら
う
。
然

し
こ
の
鋏
鮎
は
煙
毒
器
墓
銘
や
ク
リ
ー
ト
の
寓
塾
昼
の
宮
殿
の

所
蔵
物
等
を
使
用
し
て
書
か
れ
た
諸
章
の
巌
新
、
ス
メ
リ
ア
及
び

バ
ビ
ロ
ニ
ア
文
明
の
黄
蓮
の
車
抜
な
る
事
等
に
よ
っ
て
充
分
償
は

れ
て
居
る
・
こ
云
へ
よ
う
。
脚
註
及
び
滲
考
書
目
も
充
分
角
く
さ
れ

て
居
る
。
民
族
及
び
丈
明
を
理
論
的
に
比
較
綜
合
し
て
古
代
史
攻

究
の
人
々
に
與
へ
る
所
の
少
な
く
な
い
好
著
で
あ
る
。

　
目
6
0
9
諺
ぴ
犠
£
o
蜜
①
島
。
ぐ
9
訓
幽
ω
仲
9
メ
　
＜
◎
】
●
＜
．
O
o
三
①
切
け

o
h
閃
ヨ
覧
お
聾
α
℃
碧
8
￥
図
象
け
巴
び
鴇
冒
搾
円
p
回
葺
9
ρ
ノ
＜
’

雄
○
藁
恥
9
8
♪
翁
α
姻
濱
3
ヒ
d
8
。
溶
人
O
譲
葉
（
曹
”
目
当
ひ
）

　
色
々
な
事
情
か
ら
遽
延
を
重
ね
て
贋
た
が
、
そ
の
結
果
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
轄
〃
田
門
號
　
　
　
一
山
ハ
五
驚
　
　
（
六
入
門
）



　
　
　
第
十
二
巷
　
　
嚢
　
　
報

誇
る
べ
き
大
著
ε
な
っ
て
吾
々
の
前
に
現
は
れ
た
。
一
〇
五
〇
年

一
＝
一
〇
〇
年
の
問
の
皇
帝
椹
及
び
法
王
椹
の
確
執
の
縛
代
が

そ
の
U
千
頁
像
の
間
に
予
め
ら
れ
て
居
る
。
各
寄
稿
家
は
そ
の
墓

門
に
よ
り
そ
れ
く
．
豊
か
な
二
黒
を
場
て
そ
の
責
任
を
果
し
、
選

者
に
多
分
の
満
足
を
與
へ
て
く
れ
る
。
直
黒
・
こ
も
最
近
の
史
料
、

文
献
を
強
憾
な
く
用
ひ
て
綿
密
に
正
確
に
記
蓮
さ
れ
て
居
る
。
た

S
へ
ば
放
O
o
旨
①
菖
氏
の
U
9
器
・
・
（
ξ
げ
。
昇
に
よ
る
ノ
ル
マ
ン

時
代
の
英
國
の
研
究
等
は
暗
示
的
な
且
つ
興
味
多
い
も
の
で
あ
り

翠
。
〈
ま
o
O
洋
。
澤
氏
の
、
．
冨
紆
鐸
6
㌶
①
ω
常
呂
0
5
け
H
い
○
○
．
、
或
は

団
器
。
。
p
巳
氏
の
．
．
目
お
①
浮
島
9
葺
¢
O
箋
ω
巴
①
。
・
ξ
8
蓄
。
・
目
口

国
頭
8
免
、
も
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
章
で
あ
る
。
地
躍
，
索
引
、
参
考

楽
書
解
題
等
に
就
い
て
も
串
分
は
な
い
。
た
掌
強
い
て
希
望
を
蓮

べ
れ
ば
、
同
一
事
件
の
説
述
の
重
複
を
避
け
た
い
事
ε
、
中
世
の

歓
洲
文
明
全
艦
－
こ
し
て
の
統
一
的
傾
向
に
論
及
し
て
欲
し
い
事
ミ

で
あ
る
が
、
之
ε
て
庵
多
く
の
寄
稿
家
が
分
章
的
に
執
簗
す
る
か

Σ
る
著
述
に
は
望
む
方
が
無
理
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
唇

吾
は
か
誕
る
賞
む
べ
き
著
作
を
生
み
出
し
た
編
纂
者
ざ
出
版
者
ミ

に
多
大
の
感
謝
を
途
る
ミ
共
に
、
中
世
史
に
こ
の
模
威
あ
る
著
を

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
凶
山
ハ
山
畠
　
　
（
歯
入
四
）

得
た
事
を
深
く
喜
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
こ
の
書
は
他
方
出
版
に
至
る
迄
に
数
入
の
審
稿
家
を
失
っ
た
鮎

か
ら
言
へ
ば
、
そ
の
人
々
の
よ
き
記
念
物
ミ
も
云
へ
る
。
繭
記
の

故
O
o
吾
。
言
氏
を
始
め
Ω
落
磐
創
。
昌
氏
及
び
尉
鎮
§
巳
伯
等
が

そ
れ
で
あ
る
。

　
冒
。
簿
。
導
附
0
7
畠
興
o
Q
け
鍔
け
。
。
生
写
昌
毎
廷
9
周
呂
①
霧
9
．
・
＜
o
昌

頃
①
貯
嘗
く
8
ψ
巨
＾
c
春
・
民
①
．
（
駕
§
篁
ピ
お
δ
5
β
O
お
N
9

　
ウ
そ
…
ン
大
學
の
く
8
0
。
H
げ
陣
講
授
は
数
年
の
研
究
の
後
、
此

塵
に
十
九
世
紀
初
期
の
豊
洲
外
交
界
の
中
心
入
物
た
る
メ
ツ
テ
ル

，
ニ
ヒ
に
關
…
す
る
大
部
の
著
を
完
成
し
た
。
第
一
巻
は
メ
ツ
テ
ル
ニ

ヒ
の
効
時
か
ら
一
八
三
五
年
に
至
る
ま
で
、
第
二
巻
は
そ
の
後
一

八
五
九
年
死
に
至
る
ま
で
を
牧
め
て
あ
る
。
メ
ツ
テ
ル
ニ
ヒ
の
鰍

洲
史
上
占
め
る
べ
き
位
置
か
ら
し
て
明
か
な
如
く
、
こ
の
著
書
は

一
方
そ
の
傳
記
で
あ
る
ミ
共
に
、
他
方
脇
寺
の
歓
洲
外
交
史
で
も

あ
る
。
著
書
は
こ
の
書
を
成
す
儒
め
に
極
め
て
多
く
の
各
國
の
文

献
を
漁
り
、
且
つ
そ
の
上
新
ら
し
く
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
家
の
古
文
書

や
ウ
ィ
…
ン
の
甲
立
文
書
館
の
文
書
等
を
用
ひ
て
居
る
。
二
巻
を

通
じ
て
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
本
能
的
な
革
命
恐
楠
の
由
仁
、
ナ
ボ
レ



オ
ン
が
彼
に
興
へ
た
影
響
、
露
西
亜
の
優
勢
に
臥
す
る
彼
の
態
度
、

ゲ
ン
ツ
の
影
響
彼
の
所
謂
「
政
治
的
形
而
上
墨
」
、
東
方
問
題
に
於

け
る
縄
過
、
輝
き
少
な
き
そ
の
晩
年
の
生
活
等
が
、
中
で
も
最
も

興
味
深
く
讃
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
巻
で
は
や
、
辮
護
的
、

時
に
は
賞
讃
的
な
態
度
も
見
ら
れ
る
が
、
第
二
巻
で
は
公
正
な
論

評
が
下
さ
れ
て
居
る
の
は
喜
ば
し
い
。
就
中
メ
ッ
テ
臓
ニ
ヒ
に
謝

し
て
、
ス
タ
ィ
ン
及
び
ビ
ス
マ
ル
ク
を
呼
び
超
し
て
そ
の
相
似
、

封
照
に
筆
を
及
ぼ
し
て
居
る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
事
賢
の

説
述
よ
り
も
論
評
に
急
ぎ
す
ぎ
た
鮎
、
或
は
メ
ツ
テ
ル
ニ
ヒ
に
や

Σ
親
切
な
筆
致
を
用
ひ
た
鮎
掛
が
撒
へ
ら
れ
た
ミ
し
て
も
、
爾
こ

の
新
著
は
文
書
利
弔
の
方
面
か
ら
見
て
、
外
交
史
に
有
盆
な
材
料

を
供
す
る
、
こ
共
に
、
か
の
大
宰
相
の
生
涯
、
そ
の
思
想
、
環
境
に

就
て
の
最
も
新
ら
し
く
又
優
れ
た
回
書
で
あ
る
事
を
誇
る
に
足
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
〔
猪
谷
U

第
十
二
巻
　
　
藤

棚

血

豆器品

働
前
町

一
九
頁
二
行

八
二
頁
下
段

　
　
十
七
行

八
三
頁
挿
圖

正
誤

　
　
　
誤
　
　
　
　
　
　
正

　
　
ゆ
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
り

　
　
法
學
士
　
　
　
　
経
薬
玉
士

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
’

命
韓
マ
身
（
o
「
箭
）
山
　
　
傘
旨
β
－
臼
パ
9
凸
）

　
　
　
　
　
　
　
o
『
　
　
　
　
　
　
．
　
転

（
表
面
）
ε
あ
る
は
裏
面
に
し
て
裏
面
ε
あ
る
は

　
　
　
　

表
面
の
誤
り
且
つ
裏
面
の
方
は
韓
倒
し
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

八
七
…
貝
…
F
段
山
外
行
　

H
ω
．
ω
騨
団
遷
：
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
九
頁
下
段
十
七
行
　
　
ダ
リ
ウ
ス
ニ
世

　　　Hダω
リ

ウ　。。

ス。H。

一〇　：

世

　
　
　
三
三
賂
交
換
回
書

南
朝
の
研
究
（
中
村
直
勝
著
）
　
　
　
　
　
　
星
　
野
　
書
　
店

東
亜
年
契
（
獲
瀬
都
巽
編
）
　
著
者

日
鮮
史
話
第
三
編
（
松
田
甲
著
）
　
　
　
　
　
　
著
　
　
　
　
　
者

朝
鮮
史
料
展
観
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
鮮
変
編
修
會

長
慶
天
皇
御
陵
の
研
究
（
島
田
泉
山
著
）
　
　
著
　
　
　
　
者

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
二
の
六
、
七
八
　
　
同
、
保
存
協
會

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
、
六
七
　
　
（
六
八
五
）



　
　
　
第
十
二
滲
　
　
會
　
　
報

歴
実
砧
地
柵
埋
　
　
四
⊥
九
の
論
ハ
、
五
〇
の
一
、
　
二
　
　
　
日
本
｛
端
坐
煎
円
及
會

経
濟
論
叢
二
四
の
六
、
二
＋
五
の
蝋
、
二
、
三
京
大
経
濟
學
會

面
懸
院
艦
誌
三
三
の
六
、
七
、
八
、
九

史
墨
六
の
二
、
三

考
＋
口
學
雑
陣
誌
　
　
…
七
の
六
、
七
、
　
八
、
九

人
類
學
難
誌
、
四
二
の
五
、
、
六
、
七
，
八

龍
谷
九
學
論
叢
　
二
七
四
，
二
七
五

観
想
　
三
八
、
三
九
b
四
〇

中
奥
輿
壇
　
一
三
の
七
、
八
、
九

史
學
雑
誌
　
三
八
の
七
、
八

民
族
二
の
五
、
六

考
古
學
研
究
・
第
一
．
輯

東
洋
學
報
一
六
の
二
、
三

佛
敏
研
究
　
八
の
三

8
ひ
§
0
9
醤
。
（
通
報
）
＜
o
】
・
駁
×
＜
累
9

　
　
　
纏
會
員
鋤
静

　
　
　
　
翻
入
　
　
　
愈

京
都
ぐ
國
大
三
文
三
部
史
墨
科

國
墨
院
大
壷

三
、
田
史
學
會

考
古
學
會

東
京
入
類
學
會

龍
谷
大
畢
論
叢
肚

東
洋
大
　
學

國
史
講
習
會

史
　
　
學
　
　
會

民
族
登
行
所

考
古
學
研
究
會

東
洋
協
會
墨
繕
調
査
部

大
谷
大
三
三
敏
研
究
會

H
一
沁
　
男
”
三
男
O
旨
O
け

猪
谷
　
文
臣
民

　
　
　
　
　
　
　
第
國
羅

新
潟
縣
高
田
中
墨
校

　
　
　
　
（
右
紹
介
者

堺
市
寺
地
町
西
町
二
三

　
　
　
　
（
右
紹
介
者

東
京
市
外
池
袋
五
八
八

　
　
　
　
（
右
紹
介
背

　
　
　
　
（
右
紹
介
巻

　
　
　
　
（
右
紹
介
者

　
　
、
一
・
六
八

原
弘
二
郎
氏
）

中
村
喜
代
三
馬
）

留
山
　
澄
氏
）

大
阪
市
北
駆
善
源
寺
町
三
ノ
、
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
町
徳
之
氏
）

埼
玉
縣
浦
和
阻
摩
町
鳶
七
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
二
郎
託
）

京
都
市
上
京
匪
下
鴨
傘
木
町
七
七
ノ
一

京
都
帝
國
大
墨
文
學
部
史
學
科

同同　
　
　
　
（
右
紹
介
者
　
島
田
貞
彦
氏
）

　
　
　
國
退
　
　
　
會

大
高
常
丸
氏

　
愈
ハ
八
六
）

　
　
　
森
　
瑞
樹
馬

　
　
　
曾
根
　
研
三
氏

　
　
　
田
中
順
之
助
氏

　
　
　
　
宮
本
三
七
雄
氏

　
　
　
　
井
上
　
忠
義
氏

、
松
浦
方

　
　
　
　
佐
々
木
茂
八
氏

　
　
　
　
太
田
喜
久
雄
氏

　
　
　
　
宮
川
善
造
氏

　
　
　
　
石
原
　
次
郎
氏


